
 

 

 

 

 

 

 

２０２４年１月３０日、パナマ県サン・ミゲリート市において、「セロ 

・バテア保健センター青少年健全育成施設整備計画」の引渡し式が行われ、

福島大使をはじめ、ベリオ保健副大臣、リオスサン・ミゲリート市保健局長、

マルティネスセロ・バテア保健委員会代表、その他関係者の方々が出席しまし

た。 

 

セロ・バテア保健センターでは、青少年の健全な育成を目的とした、青少年

総合保健サービス（一般的な検診に加えて、暴力や若年妊娠等の予防のための

保健講義等の実施を含むもの）が提供されています。しかしながら、保健セン

ターは十分なスペースを有しておらず、上記保健サービスの提供に支障をきた

していました。 

 

本件は、無償資金協力によって、セロ・バテア保健センター青少年を対象と

した検診や保健講義を行うための専用施設を整備するものです。本プロジェク

トの実施により、同センターにおいて、質の高い保健サービスが提供できるよ

うになることが期待されます。 

 

このプロジェクトが地域の青少年に対して心身トータルケアの提供を可能

としパナマの保健サービスの質の向上に寄与し、パナマの持続可能な社会経済

開発に貢献することを心より願っております。 

 

【供与額:９０，４１８ 米ドル】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 集合写真 

令和元年度 草の根・人間の安全保障無償資金協力 

「セロ・バテア保健センター青少年健全育成施設整備計画」 

引渡し式 

 
 



青少年健全育成施設利用者（チャコン氏）による挨拶 

 

福島大使による挨拶 

 

ベリオ保健副大臣による挨拶 

 

記念プレート除幕式 

 

青少年健全育成施設利用者 

 

保健センター施設見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリソサン・ミゲリート市青少年保健健康プログラム 

コーディネーターによる挨拶 

主賓席 

（福島大使、ベリオ保健副大臣、リオスサンミゲリート市保健局長） 


